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 令和２年度のむかわ町の全会計の予算総額は、令和元年度

とほぼ横ばいの１４５億８４百万円

 震災からの創造的復興・創生を目指すため、平成１８年の

合併以降最大の予算規模となった昨年度に続く大型予算に

 昨年７月に策定した復興計画に基づき、住まいの再建を最

優先課題とし、復旧・復興に向けた政策を推進する復興始

動具現化予算を編成

 喫緊の課題であるまちなか再生に着手し、第２次まちづく

り計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略の策定を目指す

一般会計 特別会計 企業会計 合 計

令和２年度 10,223 2,771 1,590 14,584

令和元年度 10,101 3,007 1,485 14,593

比 較 増 減 122 ▲236 105 ▲9 

増 減 率 1.2% ▲7.8% 7.1% ▲0.1%

（単位：百万円）

予算関連でご不明な点がありましたら、むかわ町総務企画課財務グルー
プ（電話４２－２４１２）へお問い合わせください。

令和２年度 予算の概要

令和２年度のむかわ町の予算規模
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（百万円）

歳 入

393

1,002

4,150

656

207

1,284

1,276

1,255

町税 対前年度 ▲16百万円
震災による営業所得、転出による納
税者の減少により、町民税の減少が
見込まれます。

地方交付税
対前年度 ＋100百万円

普通交付税は新たな公費負担に係
る算定で増加、特別交付税が復旧
費用に係る算定が終了し減少する
見込みです。

地方譲与税等
対前年度 ＋57百万円

消費税改正に伴い地方消費税交付
金が増加、新たに森林環境譲与税、
法人事業税が交付されます。

分担金･使用料等
対前年度 ▲22百万円

農業事業終了に伴う受益者分担金
の皆減、幼児保育無償化により減少
します。新たに多子世帯における給食
費軽減を行います。

国庫支出金
対前年度 ▲127百万円

震災に係る復旧事業がほぼ終了したこ
とにより、補助金が大きく減少していま
す。

道支出金
対前年度 ＋81百万円

社会保障関連費用に係る財源、ま
ちなか再生事業や鵡川高校生徒寮
取得に係る交付金により増加する見
込みです。

町債 対前年度 +136百万円
文京ハイツや末広団地Ｃ棟、生活
館整備に係る借入することから増加
しています。

諸収入等
対前年度 ▲87百万円

財産収入、寄附金、繰入金、繰越
金を含みます。財政調整基金繰入
額及び特定目的基金充当事業に係
る事業費の変動により減少していま
す。

歳 出
（百万円）
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議会費 対前年度 +3百万円

総務費対前年度+228百万円
四季の館発電機メンテナンス等を行
うため増加しています。

民生費対前年度＋303百万円
アイヌ政策交付金事業（生活館整
備、文化講演会）を行うため増加し
ています。

衛生費対前年度▲368百万円
胆振東部地震災害等廃棄物処理
事業終了したため減少しています。

農林水産業費
対前年度 ▲389百万円

農業基盤整備事業等の事業費が大
きく減少しています。

商工費 対前年度＋50百万円
定住促進事業において、新たに民間
賃貸共同住宅助成事業を開始する
ため増加しています。

土木費対前年度＋1,102百万円
文京ハイツ・末広団地Ｃ棟の整備等
を行うため増加しています。

消防費 対前年度＋76百万円
非常用発電機整備、消防鵡川支署
移転整備を行うため増加しています。

公債費 対前年度＋18百万円

給与費 対前年度 +19百万円

諸支出金等
対前年度 ▲69百万円

公営企業に対する補助金、出資金
が減少しています。

令和２年度 予算の概要

一般会計予算の概要

1,228

災害復旧費
対前年度 ▲1,046百万円

震災に伴う各種災害復旧事業が減
少しています。

教育費
対前年度 ＋195百万円

鵡川高校生徒寮取得費用、鵡川ス
ケートセンタ等ーの長寿命化工事を
行うため増加しています。

一般会計予算総額 １０，２２３百万円
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胆振東部地震からの復旧・復興に向けて

令和２年度の主な予想される出来事

『住まいの再建』 を成し遂げ、

文京ハイツの再建、末広団地の新設１

鵡川高校生徒寮の再建２

鵡川高校仮設生徒寮

〇事業費総額 ３１８，０００千円

・寮建設費 未定

(３００，０００千円前後)

・入居想定 ５６名

（生徒５４名、生徒指導員２名）

・内 容 生徒居住室２７室、指導員居住

室２室、事務所、厨房・食堂兼

談話室、浴室、洗濯乾燥室、研

修室など

・備品整備

鵡川高校生徒寮が胆振東部地震で被災し、生徒等が仮設生徒寮に入居しており、入居生徒等が一日

も早く本来の落ち着いた環境で生活できるよう、新たな生徒寮の今年１２月末完成を目指し、整備し

ます。

予算額 ３１８，０００千円

予算額 １，０４０，４２４千円

応急仮設住宅で避難生活を余儀なくされている方々の入居期限経過後の住まいを確保するため、被

災した文京ハイツ（定住促進住宅、１棟１２戸）と末広団地（町営住宅、１棟１８戸）の今年１０月

末完成（外構を除く）を目指し、整備します。

〇文京ハイツ ４１０，１８３千円

・建設工事 ４００，０００千円

・工事管理委託料ほか １０，１８３千円

〇末広団地（Ｃ棟） ６３０，２４１千円

・建設工事 ６００，０００千円

・外構工事 ２０，０００千円

・工事管理委託料ほか １０，２４１千円 文京ハイツ（被災前）
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胆振東部地震からの復旧・復興に向けて

令和２年度の主な予想される出来事

『災害により強いまちづくり』
『まちなか再生』『地域商社』 始動へ

消防署鵡川消防支署の移転に向けた建設工事着工３

胆振東部地震で被災し、損壊した胆振東部消防組合消防署鵡川支署が、津波浸水想定区域内に位置

しており、災害により強いまちづくりを進めるため、津波浸水想定区域外への移転を進めます。

胆振東部消防組合消防署鵡川支署

〇事業費総額 １４４，０９１千円

・庁舎設計委託料 ６０，５２２千円

・庁舎建設費 未定 (設計内容による)

・外構工事 ５３，５０４千円

・調査設計委託料ほか ３０，０６５千円

予算額 １４４，０９１千円

まちなか再生 始動４

胆振東部地震で被災し、大きな被害を受けた鵡川地区及び穂別地区のまちなか再生に向けた計画の

策定と、まちなかに賑わいを取り戻す地域活性化の取組を進めます。

予算額 ２２，９３３千円

〇まちなか再生計画策定事業 ２，９３３千円

・まちなか再生検討会（仮称）を設立、活動

・ワークショップ形式などで活発に議論

・検討会での検討結果をまちづくり委員会や

地域協議会等の審議を経て町議会に報告予定

〇まちなか復興賑わい創出事業 ２０，０００千円

・商工会、観光協会及び町による「(仮称)まちなか

復興賑わい創出事業実行委員会」を立ち上げ活動

・花を活用したサイン整備やふれあい広場開設、復

興イベントの開催等

むかわ地域商社 『Ｍ Ｄino』 始動５
むかわ町の豊富な地域資源を活用した、ビジネス

創出を目指すむかわ地域商社の設立・運営を支援し、

町内への経済循環を促進します。

予算額 ２４，４８７千円

〇事業費総額 ２４，４８７千円

・人材招聘等業務委託料１６，６８７千円

・起業家支援等業務委託料２，７５０千円

・地域商社への補助金 ５，０５０千円



町長町政執行方針（インタビュー）

むかわ町長 竹中 喜之 に聞く

震災からの復旧・復興を進める上で大事な年を迎えますが、振り返ってみて。

北海道胆振東部地震の発生により未曾有の被害を受けた本町は、関係機関・団体をはじめ、こ

れまで多くの方々のご支援をいただきながら、町民一丸となって一日も早い復旧・復興を目指し、

取り組んできました。

震災から１年７ヶ月が経過し、インフラなどの災害復旧事業により、少しずつではありますが、

町が再生していく兆しが現れてきています。

ご協力、ご支援をいただいております多くの皆さまに改めて感謝を申し上げます。

このような中、昨年７月に策定した「むかわ町復興計画」を基本として「創造的復興・創生」

を目指し、令和２年度に各予算を計上しており、被災された方々の生活再建を最優先に施策を進

めてまいります。

震災により人口減少は加速、これからのまちづくりはさらに重要な局面を迎えます。

震災以前から進行していた人口減少は、震災以降も加速しており、４００人を超える人口が減

少し、その半数以上が転出による社会減であり、まちの将来に不安を抱える状況が続いています。

まずは、被災された方々がこの町に住み続けられるよう住宅等整備を進めるとともに、移住・

定住施策をはじめ、未来の担い手である子どもたちを育てる環境づくりや子育て支援の充実、産

業基盤の強化や担い手の育成と確保などを進めます。

人口減少抑制には特効薬はありません。これまでしっかりと行ってきた施策を引き続き、丁寧

に実施してまいります。

町民と協働で創りあげたまちの未来設計図である『むかわ町まちづくり計画』や喫緊の課題

である人口減少対策を盛り込んだ『地方創生総合戦略』が令和２年度に終期を迎えることとなり

ますが、その辺りについてお聞かせください。

令和２年度は、まちの皆さまとさらに一体となって、まちづくりを進める年となります。

5

震災からの復旧・復興を進めるだけでは

なく、これからの５年、１０年先を見据え

て進めなければなりません。それには町民

と行政との協働が大事になります。

このまちにいる皆さまがどのようなまち

にしたいのか、その想いを「第２次むかわ

町まちづくり計画」に形作っていくことと

なります。

人口減少対策をはじめ、地域産業・経済

の再生と発展や災害により強いまちづくり

に向けて、「第２次むかわ町まちづくり計

画」及び「第２期むかわ町・まち・ひと・

しごと創生総合戦略」など、復興計画と一

体となった総合計画の策定に取り組んでま

いります。

み ぞ う
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町長町政執行方針（インタビュー）

むかわ町長 竹中 喜之 に聞く
復興始動具現化予算と銘打ち、合併以降最大となった昨年度に続く、大型予算となりました。

震災からの復旧・復興を進める上で、大規模な建設事業等により財政規模が拡大し、財源の確

保に苦慮する中、まちの貯金である財政調整基金の取り崩しなどにより対応してきました。

今後、人口減少が進むにつれ、行政資源に対する制約は更に厳しい状況となる事を踏まえると、

これまでどおりの考え方や進め方では持続的な財政運営が立ち行かなくなることが懸念されます。

「選択と集中による事業の重点化」や「新たな財源の創出」､「官民連携による民の力の活用」

など、創意工夫に満ちた取組を一層推進し、限られた資源を効果的に活用しなければなりません。

このため、「まちづくり計画」と両輪で策定した「中長期財政運営指針」及び「新・行政改革

大綱」については、震災以降の大きな変化を踏まえながら見直しを行い、当面実施する事業を配

置した「中期財政計画」で進行管理するとともに、新たな視点で「行政改革」を進めます。

併せて、「公共施設等総合管理計画」において、利用状況、経費負担、地域バランスなどを勘

案して設定した目標値に基づき、総量の最適化を進める等、この自然豊かなまちを将来に渡って

維持できるよう、健全な行財政運営を行ってまいります。

この難局を乗り切り、皆さまの力とともに収束

できるよう全力を尽くします。

そして、経済影響も多大なものとなっています。

国や北海道が対策を図っておりますが、町とし

てもそういった動向を踏まえ、緊急支援対策を進

めてまいります。

様々な困難が続きますが、今後も皆さまと議会、

行政が一体となって、この難局を乗り越えつつ、

震災からの創造的復興・創生を成し遂げてまいり

たいと考えておりますので、ご理解とご協力を心

からお願い申し上げます。
写真提供:「恐竜博2019」(撮影:山本倫子)

何か、新たな動きもあるようですね。

令和２年度は、新しい挑戦が始まる年でもあります。

胆振東部地震で被災し、大きな被害を受けた「まちなか再生」に取り組むとともに、むかわ町

の豊富な地域資源を活用した、ビジネス創出を目指す「むかわ地域商社」の設立・運営を支援し、

町内への経済循環を目指して取り組んでまいります。

最後に一言お願いします。

昨年度は、東京の国立科学博物館の「恐竜博2019」でむかわ竜が全国デビューし、一躍有名

になりました。恐竜・化石がもたらす交流も様々な場面で生まれ、リトアニア共和国アクメネ地

域市と交流意向表明書を締結するなど、数年前の本町では想像もつかなかった新たな動きが出て

きています。胆振東部地震では全国からご支援を頂戴し、むかわ町と関係する方々も多くできま

した。令和２年度には、北海道博物館で開催される「恐竜展2020」にむかわ竜も出展予定です。

そういったつながりを地方創生とも連動した、まちの魅力向上と交流、「関係・関心人口」の

創出・拡大につなげ、まちの復旧・復興に向けたエネルギーに変えてまいります。

また、新型コロナウイルスのもたらす様々な悪影響も懸念しています。

むかわ町としても、対策本部を設置し、町内の感染予防の徹底を行っておりますが、予断を許

さない状況です。



教育行政執行方針（インタビュー）

むかわ町教育委員会教育長 長谷川 孝雄 に聞く

昨今の教育は多様化し、震災からの復旧・復興を進める上でも多くのことを求められている
ように感じます。このまちの教育行政をどのようにお考えでしょうか。

確かな教育を未来に引き継いでいくことが、地方創生や震災復興に昇華するものと確信し、

「地方創生と復興は教育から」という信念のもと、教育行政を進めることが大事と考えています。

引き続き、教育施設の早期修復に取り組み、人口減少と少子高齢化、北海道胆振東部地震から

の復旧・復興、新型コロナウイルス対策など様々な課題が山積していますが、これらの課題に立

ち向かうため、むかわ町が持つ底力を活かし、次世代につなぐ取組をより一層進めてまいります。

学校教育の分野でのお考えを詳しくお聞かせください。

学校教育においては、子どもたちの自己肯定感を高め、確かな学力、豊かな心、健やかな体を
育み、社会の変化に対応できる「生きぬく力」を身につけることを柱とし、教育環境の充実を図

ります。

そして、将来、自立した生き方が出来るよう、児童･生徒に対して引き続き「生活・学習習慣の

改善」と「学校教育の質の向上」の取組を進める一方、学校給食を活用した「食育」も加えて、

「地域の子どもは地域全体で育てる」という理念のもと、むかわの地域資源や良さに着目したふ

るさと教育である「むかわ学」についても、小･中学校から高校まで取組を連携させ、引き続き進

めてまいります。

7

このふるさと「むかわ」で育つ皆さんが、自然豊

かなむかわで学び、むかわを愛し、むかわで育って

良かったと思える教育環境をつくっていきますので、

ぜひ多くのことを学んでください。

そして、次代を担う子ども達には、未来を切り拓

き、生涯にわたって生き抜く力を育むことが求めら

れています。

そのためには、私たち大人が一丸となって、学

校・家庭・地域が学びの協働体として共通認識に立

ち、地域ぐるみで子ども達を守り支えていくことが

重要です。

教育を通じて、この町に住む一人ひとりの力で、

むかわ町を未来に飛躍させる「まなぶよろこびを感

じるまち」の実現を目指す着実な教育行政を進めて

まいりたいと考えておりますので、ご理解とご協力

を心からお願い申し上げます。

最後に、このまちの子どもたちについて、一言お願いします。

では、社会教育の分野ではどのように。

社会教育においては、生涯学習活動が町民やまち全体の輝きにつながるものであることから、
我がまちの自然や歴史を焦点にした学習活動を支援し、豊かな心と健康な体づくりの実践により、

まちの活力を生み出す基盤づくりを行っていきます。

そして、まちの皆さまの多様なニーズに応じた選択可能な学習機会、社会貢献や地域づくりに

つながる学びの場の提供に努め、生涯学習の推進に取り組んでまいります。
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町長町政、教育行政執行方針について

基本的な考え方

むかわ町は、新町安定期での確実な歩みを進めるため、町長が２期目の基本姿勢に掲げた

『「むかわの底力」でまちを耕(おこ)し、未来へつなぐ』をテーマに、協働のまちづくりに向け

て６つの分野における各施策を推進します。

基 本 姿 勢

「むかわの底力」で
まちを耕し、未来へつなぐ

お こ

基 本 政 策

～６つの政策の柱で
「地元力」をさらに耕上～

共に助け合い健康で安心して暮らせるまちづくり －くらす－１

みんなが安全・安心に暮らせるまちづくり －まもる－２

産業・経済から地域を元気にするまちづくり －はたらく－３

多様な芽を育て生涯にわたって活躍できるまちづくり －まなぶ－４

次代を見据えた協働のまちづくり －未来へ－５

多様なネットワークを大切にするまちづくり －つなぐ－６

教 育 目 標
「海・川・山の豊かな自然を生かし、
人間愛に満ちた活力ある『むかわ』の人づくりをめざす」

基本的な考え方

むかわ町の教育目標である「海・川・山の豊かな自然を生かし、人間愛に満ちた活力ある『む

かわ』の人づくりをめざす」ことを基調とし、むかわ町教育大綱の方針に基づき、各施策を推進

します。
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令和２年度の主な新規・拡充事業

高齢運転者事故防止対策助成事業 予算額 １，５００千円

高齢運転者の交通事故防止及び事故後の被害軽減を図るため、使用する自家用車に後付けで安

全装置を設置する費用の一部を助成する。

新生児聴覚検査費助成事業 予算額 ４８０千円

音声言語発達等に影響する聴覚障害の早期発見、早期支援を行うため、出産時に新生児が行う

新生児聴覚検査費用を全額助成する。

非常用発電設備等整備事業 予算額 ４４，０９８千円

災害発生時に穂別地区の対策本部となる総合支所が十分機能するよう大型非常用発電機を整備

し、北海道胆振東部地震により明らかになったテレビ及び情報端末に係る課題を解消する。

また、鵡川地区の指定避難所である春日生活館及び４集落センターに、停電時に非常用発電機

を接続することで室内電力供給が可能となるよう電源切替装置を整備する。

鵡川地区市街地行政防災無線難聴等対策 予算額 ２８，１６６千円

鵡川地区行政防災無線を活用するにあたり、電波法改正に対応するため必要な対策工事を行う。

また、緊急時に行政防災無線（スピーカー）による音声が鵡川地区市街地内で聴き取りづらい

町民の方に個別受信機を貸与する。

指定避難所多目的トイレ等整備事業 予算額 ２９，２８３千円

鵡川地区の指定避難所である鵡川中央小学校体育館トイレ洋式化に併せ、高齢者や身体が不自

由な方が避難することを考慮し、多目的トイレを新設する。

また、子どもたちが安心して学習に取り組める環境を整えるとともに、災害時における避難所

の利便性向上を図るため、鵡川中央小体育館、穂別小校舎及び体育館のトイレを全て洋式化する。

北海道胆振東部地震震災記録誌の作成 予算額 2，０００千円

北海道胆振東部地震に関する記録を残し、事実や経験、そして教訓を後生に伝えるとともに、

復興への歩み出しを全国から多大な支援をいただいた方々に発信するため、厚真、安平、むかわ

町で取り組む。

小中学校校内通信ネットワーク整備 予算額 25，263千円

次世代を担う子どもたちのICT教育環境の充実を図るため、各小中学校内のLAN、無線アクセ

スポイント、タブレット端末の保管用受電キャビネット等を整備する。

令和２年度の主な新規事業 令和２年度の主な拡充事業

新たな生活館の整備 予算額 ３０６，５９４千円

アイヌ文化等の次世代への承継を確実なものとするとともに、地域内外における交流を活性化

させ魅力ある社会形成を行うため、宮戸地区に生活館の整備、文化講演を開催する。
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令和２年度の主な新規・拡充事業

UIJターン新規就業者支援事業 予算額 ２，０００千円

東京圏に在住し、東京23区へ通勤していた方がマッチング支援の対象となる中小企業に就業し、

町内に移住する場合、その費用の一部を助成する。

穂別地区情報通信設備の更新 （拡充） 予算額 ２０４，４３５千円

穂別地区の地域情報施設（地域情報端末やテレビの通信網）の管理運営に係る経費を負担する

とともに、光インターネットサービス（Ｂフレッツ）終了に伴うサービス更改工事を行う。

（前年度 ４６，３５０千円）

JR日高線利用の促進 予算額 2，７５０千円

日高線の利用を促進するための活動の一つとして、ＪＲ北海道と共同して「むかわ竜」をデザ

インとしたラッピング列車の運行に取り組む。

モンゴル国科学アカデミー古生物学研究所との学術交流 予算額 ３００千円

恐竜・化石を契機に、モンゴル国科学アカデミー古生物学研究所と包括連携を締結し、学術交

流や研究活動の活性化、また、資料の交換交流や学習プログラム開発などに取り組む。

リトアニア共和国アクメネ地域市との国際交流 予算額 ２，０５６千円

令和元年11月に相互交流の意向表明書を交わしたリトアニア共和国アクメネ地域市と文化や歴

史、古生物学の分野で交流を深める。

農業振興施設等整備事業補助 予算額 ５８，８２８千円

JAとまこまい広域穂別支所の原料農作物の集荷体制計画に基づき整備する多目的倉庫整備に対

し補助する。

民間賃貸共同住宅建設助成事業 予算額 ３０，０００千円

町外への人口流出を抑制し、定住促進による人口増加及び地域の活性化を図るため、民間が建

設する共同住宅建設費を助成する。

地域おこし協力隊活動支援事業 （拡充） 予算額 ２９，３４９千円

都市地域からの人材を積極的に招致し、地域資源の活用による地域支援活動を通じて地域活性

化を促進することで、町との交流促進を図りつつ地域の発展・推進・強化を図る。

（前年度 １５，５３９千円）

学校給食センター運営 （拡充） 予算額 １１０，８１９千円

小中学校の学校給食を調達するため､学校給食センターを運営する。なお、給食費は多子世帯の

負担軽減を図るため、給食提供を受ける第2子は半額、第3子以降は無償とする。

（前年度 １１２，４７７千円）



概　　　　　　　　　　要

拡

21,662

【子育て福祉G・町民Ｇ】 ㉛ （ 15,606 ）

4,913

【子育て福祉G・町民Ｇ】 ㉛ （ 4,562 ）

438,016

【穂別診療所】 ㉛ （ 541,136 ）

268,170

【保健介護Ｇ】 ㉛ （ 271,464 ）

拡

17,410

【保健介護Ｇ・健康Ｇ】 ㉛ （ 17,126 ）

拡

8,214

【保健介護Ｇ・健康Ｇ】 ㉛ （ 6,707 ）

50,000

【上下水道Ｇ】 ㉛ （ 64,800 ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

事　 　業　　 名

子育てコンシェルジュの配置 多様な子育てニーズに対応するため、情報提供、相談、助言を行う専門相
談員を子育て窓口(鵡川)、子育て発達支援センター(穂別)にそれぞれ配置す
る。

予  算  額（千円）

在宅生活支援事業 住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、在宅生活高齢者等への介護保険

サービス以外の除排雪に係る軽度生活支援や外出支援事業を実施し、在宅生活支

援の充実を図る。また、外出支援サービスに生活に必要な買い物等を追加する。

穂別診療所の運営 町民の安心と健康を守るため、地域に密着した医療サービスを提供する穂
別診療所を運営する。また、胃内視鏡装置の更新、ポータブルトイレ及び
無線マットセンターを追加整備する。

発達支援センターの運営 心身の発達に心配のある子どもの発達を支援するため、子ども発達支援セ
ンター鵡川たんぽぽ及び穂別きらりを運営する。また、鵡川地区において
も保育所等訪問支援を開始し、療育の充実を図る。

鵡川厚生病院の運営 町民の安心と健康を守るため、地域に密着した医療サービスを提供する鵡
川厚生病院を、北海道厚生農業協同組合連合会による指定管理制度で運営

する。また、眼底カメラ、温冷配膳車を更新する。

健康診査事業 各種健康診査やがん検診を推進し、健康寿命の延伸と医療費の適正化を図
る。また、後期高齢者重症化予防のため、心電図やクレアチニン検査等を
追加、胃がん検診に内視鏡検査を追加する。

公共下水処理場機器更新事業 鵡川地区公共下水処理場のベルトコンベアを更新する。

共に助け合い健康で安心して暮らせるまちづくり －くらすー１

 地域特性に応じた妊産婦及び乳幼児の健康保持及び増
進に関する包括的支援

 健康寿命の延伸を意識した、高齢者が豊富な経験や知
識を活かすことができる活躍の場づくり

 介護予防やサービス事業の一部拡大などによる住み慣
れた地域で長く安心して暮らせる地域づくりの推進

 障がい福祉計画に基づく、地域における交流や活動の
場の整備、サービスの充実

 疾病の早期発見、早期治療により重症化予防を図るた
めの取組の推進と受診機会の拡充

 地震の影響による心身のケアについて、関係機関と連
携した町民の心の健康状態の把握と回復に向けた支援

を行うとともに、見守りを行う人材として「ゲート

キーパー」の段階的な養成の実施

主な施策の概要

主な事業一覧

主な町政施策（くらす）
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概　　　　　　　　　　要

26,611

【危機対策Ｇ・企画管理Ｇ】 ㉛ （ 20,528 ）

478,345

【危機対策Ｇ・企画管理Ｇ】 ㉛ （ 528,587 ）

8,030

【危機対策Ｇ・企画管理Ｇ】 ㉛ （ 15,004 ）

82,379

【技術Ｇ・建設Ｇ】 ㉛ （ 48,248 ）

10,851

【技術Ｇ・建設Ｇ】 ㉛ （ 4,733 ）

6,928

【生活環境Ｇ・町民Ｇ】 ㉛ （ 6,157 ）

1,183

【生活環境Ｇ・町民Ｇ】 ㉛ （ 1,249 ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

事　 　業　　 名 予  算  額（千円）

防災対策事業 災害等の不測の事態に備え、地域防災マスターの育成や防災研修会・避難
訓練を実施する。また、防災行政無線の維持・管理、災害備蓄用品の整
備・更新等を進める。

胆振東部消防組合負担金 町民の生命や財産を守るため、むかわ町、厚真町、安平町の３町で構成す
る胆振東部消防組合の運営費（消防車両、資機材、被災箇所等の整備含
む）を負担する。

町道の整備 生活や産業に欠かせない町道の整備を実施する。

交通安全推進事業 交通事故のない安全で安心なまちの実現を目指し、交通安全教室等の充実
や普及啓発運動等を実施する。

安全・安心対策事業 暴力や犯罪から守られ、安心して暮らせる町民生活を確立するため、町民
の自主的な防犯活動への支援や防犯に配慮した環境整備を図る。

胆振東部消防組合負担金消防署穂
別支署災害復旧工事

北海道胆振東部地震により被災した消防署穂別支署庁舎裏側外構の復旧工
事を行う。

河川維持管理業務 両地区の水門などの操作を委託するほか、大雨等により埋設した土砂の除
去や必要な箇所の護岸補修を実施する。
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 仮設住宅等で避難生活をされている方々の住まいの確
保

 防災意識の高揚とスキルアップに向けた防災マスター
の育成支援、防災意識の向上を目的とする自主防災組

織の設立支援

 強固な消防体制の構築に向けた設備や資機材などの効
果的、計画的な整備

 被災時の対応や復旧・復興に関する重要記録の保存・
活用（震災アーカイブ）

 防災行政無線や情報端末の活用、その他情報伝達方法
の調査・研究

 非常用電源設備の確保、多目的・洋式トイレの整備に
よる避難所機能の強化

 道路・公園等の計画的な整備

 簡易水道拡張事業の計画的な実施、未普及地域におけ
る水道事業認可着手や老朽化水道管の更新

主な施策の概要

みんなが安全・安心に暮らせるまちづくり －まもる－２

主な事業一覧

主な町政施策（まもる）



概　　　　　　　　　　要

7,500

【農政Ｇ・産業Ｇ】 ㉛ （ 9,787 ）

30,000

【農政Ｇ・産業Ｇ】 ㉛ （ 30,000 ）

1,568

【林務水産Ｇ】 ㉛ （ 1,463 ）

3,502

【林務水産Ｇ】 ㉛ （ 4,103 ）

11,000

【商工観光Ｇ・産業Ｇ】 ㉛ （ 10,000 ）

18,913

【商工観光Ｇ・産業Ｇ】 ㉛ （ 18,540 ）

17,629

【商工観光Ｇ・産業Ｇ】 ㉛ （ 16,349 ）

33,000

【技術Ｇ・建設Ｇ】 ㉛ （ 33,000 ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

移住・定住促進事業

予  算  額（千円）

地域担い手育成センター補助 農業の継続的な発展と地域社会の活力を維持するため、農業を支える人材
育成、新規就農者を確保するための体験受入から就農までの活動をサポー
トするセンター機能を支援する。

事　 　業　　 名

新むかわ町地域農業活性化推進基
金事業補助金（鵡川・穂別）

町とＪＡが出資した基金を活用し、農業生産対策として農業経営に資する
生産者の取組を支援する。

森林整備担い手対策事業 雇用の長期化・安定化を図るため、林業作業員の就労日数に応じて奨励金
を支給する制度の負担金を拠出するとともに、北海道林業・木材産業人材
支援協議会に加盟し、林業人材の育成を支援する。

ししゃもふ化場建設推進事業 地域ブランドである「鵡川ししゃも」を将来にわたり守っていくため、し
しゃもふ化場の建設を推進する。

移住・定住対策として、新築及び中古住宅取得の助成、住宅リフォームに
対する助成、民間賃貸住宅リフォームに対する助成を実施する。

起業力耕上促進事業 まちの特色や地域資源を活かし、新たな事業展開を行う個人や法人等支援
する制度「起業力耕上促進事業」を推進する。

商工会支援 町の中小企業経営改善や商工業の振興、地域経済の活性化のため、その中
心となる商工会を支援する。

観光協会支援 様々な地域資源の活用や広域的視点による観光等を推進するため、その中
心的な役割を担う観光協会の運営支援をする。
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産業・経済から地域を元気にするまちづくり －はたらく－３

主な事業一覧

 「むかわ町地域担い手育成センター」を中心に「むか
わ町新規就農等受入協議会」と連携した担い手の育

成・確保

 生産意欲や所得向上の取組を支援する「基金事業」を
両地区ＪＡと連携して効果的に実施

 被災した林道復旧や民有林の整備を促進

 鵡川漁業協同組合を主体とした漁価向上や販路拡大を
支援するとともに、「ししゃもふ化場」建設を推進

 町民の消費活動拡大と地域経済循環を目的とする商工
会主体のプレミアム商品券発行事業への支援

 「起業力耕上促進事業」により、まちの特色や地域資
源を活用した新規起業や新たな事業展開を支援

 町外（東京圏）から就業・起業者を呼び込むため、移
住経費を助成するとともに、町内での住宅建設、リ

フォーム等への助成や空き家活用を図り、定住を促進

主な町政施策（はたらく）

主な施策の概要



概　　　　　　　　　　要

新

318,000

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ ）

19,103

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 20,190 ）

1,260

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 1,257 ）

1,000

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 1,000 ）

拡

1,006

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 1,009 ）

拡

9,231

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 6,959 ）

4,500

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 4,500 ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

教職員健康診査 小中学校に勤務する教職員を対象に健康診断を実施し、健康状態の把握及
び改善を図る。また、震災以降の変化を把握、きめ細やかな教育相談体制
の充実を図るため、ストレスチェック検査を行う。

鈴木章記念事業 鈴木章先生のノーベル賞受賞を記念し、子どもたちの学習意欲を高める事
業を実施する。また、例年実施する中高生海外派遣事業について、派遣人
数を2名拡大し10名とする。

鵡川高校生徒寮の再建（再掲）

中高一貫教育の推進 キャリア教育や「むかわ学」を通じて地元理解を深める活動や通学バスの
運行、生徒寮の運営支援等を行うほか、新たにＩＣＴ教育を活用した学習
支援を行い、特色ある中高一貫教育を推進する。

道立高校振興対策

コミュニティスクール機能の充実 地域住民が学校に集まりやすい仕組みをつくり、学校が地域の活動拠点と
なる「地域とともにある学校づくり」を目指すため、学校運営協議会を設
置するなどコミュニティスクールの機能を充実する。

生涯学習基金活用事業 生涯学習推進基金を活用し、全道・全国大会へ出場する団体等への支援、
指導者育成派遣事業及び町内の団体等が開催する文化・スポーツイベント
事業等に係る費用を支援する。

事　 　業　　 名 予  算  額（千円）

町内にある２つの高校の魅力を高めながら高校振興を図るとともに、鵡川
高校へ町外から通う生徒に対し、通学定期券を給付する。

鵡川高校生徒寮が胆振東部地震で被災し、生徒等が仮設生徒寮に入居して
おり、入居生徒等が一日も早く本来の落ち着いた環境で生活できるよう、
新たな生徒寮の今年１２月末完成を目指し、整備する。
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 被災した鵡川高校生徒寮の新たな生徒寮を整備

 震災後の児童生徒の心のケアに対応するため、スクー
ルカウンセラーを全校に配置するとともに、全教職員

のストレスチェックを実施

 東京２０２０オリンピック・パラリンピックを通じて、
復興に取り組むまちの姿を発信

 鵡川高校及び穂別高校への魅力ある学校運営に対する
振興対策補助の継続や通学支援を実施

 全年代の生涯学習推進を図るため、アドバイザーの配
置や基金の活用による全道・全国大会へ出場する団体

等への支援

 町民憲章が掲げる子どもたちの健やかな成長への願い
とともに、子どもたち自身が自らの思いとしてまとめ

た「むかわ子ども宣言」を普及・実践

 教育部局と連動した施策実施による地域活性化

主な施策の概要

多様な芽を育て生涯にわたって活躍できるまちづくり －まなぶ－４

主な事業一覧

主な町政施策（まなぶ）



概　　　　　　　　　　要

拡

9,690

【恐竜ワールド戦略室】 ㉛ （ 7,186 ）

拡
5,015

【穂別博物館】 ㉛ （ 1,905 ）

8,925
【政策推進Ｇ】 ㉛ （ 7,458 ）

10,000
【政策推進Ｇ】 ㉛ （ 10,000 ）

4,746
【政策推進Ｇ・企画管理Ｇ・町民Ｇ】 ㉛ （ 4,835 ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

自治会・町内会（連合会）の交付
金

コミュニティ活動の基盤である自治会・町内会の活動を促進するため、各
種活動を支援する。

第２次むかわ町まちづくり計画の
策定

町民への調査結果・分析を受け、まちづくり委員会、新たなむかわ町を創
造するワークショップを開催し、まち・ひと・しごと創生総合戦略と一体
的な計画を策定する。

まちづくり耕上促進事業 協働のまちづくりを推進するための重要なツールとして、地域の活性化や
コミュニティ再生に資する活動、震災の風化防止やまちの復興に寄与する
事業を支援する。

化石保全事業の推進 恐竜化石をはじめとした古生物化石の発掘現場の保存とあわせて、現場周
辺における発掘体験をするための環境を整備する。

事　 　業　　 名 予  算  額（千円）

恐竜化石を活かしたまちづくり推
進事業

「ハドロキッズチーム」の活動を通じ、まちの関係・関心人口の拡大を図
るとともに、博物館に新たな設備を導入し、来訪者の満足度を高める。
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 国内最大の恐竜全身骨格化石『むかわ竜』を北海道博
物館で開催される「恐竜展2020」で展示し、まちの

知名度・魅力向上や交流人口（観光客）を創出

 むかわ町の豊富な地域資源を活用した、ビジネス創出
を目指すむかわ地域商社の設立・運営を支援し、将来

的にまちが抱える課題解決に結びつけ、地元力を向上

 博物館周辺エリア再整備基本計画に基づく新たな博物
館整備に向けて、恐竜をはじめとする古生物化石を活

かした恐竜ワールド構想によるまちづくりを推進

 子ども化石くらぶ「ハドロキッズチーム」による化石
資料の活用や体験を通じて、未来の古生物学者を育成

 人口減少対策をはじめ、地域産業・経済の再生と発展
や災害により強いまちづくりを目指すため、町民と協

働で次期まちづくり計画等を策定

 「まちづくり耕上促進事業」により、若い世代主体の
協働の取組を発展させながら、連携事業を促進すると

ともに、復興に寄与する取組を支援

主な施策の概要

次代を見据えた協働のまちづくり －未来へ－５

主な事業一覧

主な町政施策（未来へ）



概　　　　　　　　　　要

拡

10,126
【恐竜ワールド戦略室】 ㉛ （ 8,283 ）

新

306,594
【子育て福祉Ｇ】 ㉛ （ ）

3,275

【政策推進Ｇ・商工観光Ｇ】 ㉛ （ 4,402 ）

新

300
【恐竜ワールド戦略室】 ㉛ （ ）

新

2,056

【恐竜ワールド戦略室】 ㉛ （ ）

新

1,100
【政策推進Ｇ】 ㉛ （ ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

アイヌ文化等の次世代への承継を確実なものとするとともに、地域内外に
おける交流を活性化させ魅力ある社会形成を行うため、宮戸地区に生活館
の整備、文化講演を開催する。

リトアニア共和国アクメネ地域市
との国際交流（再掲）

令和元年11月に相互交流の意向表明書を交わしたリトアニア共和国アクメ
ネ地域市と文化や歴史、古生物学の分野で交流を深める。

モンゴル国科学アカデミー古生物
学研究所との学術交流（再掲）

モンゴル国科学アカデミー古生物学研究所と包括連携を締結し、学術交流
や研究活動の活性化、また、資料の交換交流や学習プログラム開発などに
取り組む。

事　 　業　　 名 予  算  額（千円）

北海道鉄道利用の促進 維持困難な線区における定時性や利便性、快適性の向上などの利用促進を
目的に北海道を通じて、JRの支援を行う。

恐竜化石を活かした広域的な連携
事業

学術機関等と連携した展示・普及活動の推進、まちの資源を活用した町民
機運の醸成を高める。

広域連携・関係人口創出事業 東胆振定住自立圏共生ビジョンの推進をはじめ、姉妹都市交流、自治体連
携や自治体交流等による広域的な連携を一層推進するとともに、本町に関
心や関わりを持つ方々と交流を深める。

新たな生活館の整備（再掲）
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 これまで培ってきたつながり（人・地域・資源）を軸
にしながら、「関係・関心人口」 拡大に向け、ふるさ

と納税の充実や地方創生による持続可能なまちづくり

を推進

 震災復旧をきっかけとして得た町内外の連携を促進

 アイヌ文化などの地域共生社会の実現を目指すととも
に、白老町に開設される「民族共生象徴空間（ウポポ

イ）」との連携を図りながら、新たな人の流れを創出

 姉妹都市である富山県砺波市との交流を推進

 東胆振定住自立圏共生ビジョン、にっぽん恐竜協議会
等の広域的連携を推進

 モンゴル国科学アカデミー古生物学研究所やリトアニ
ア共和国アクメネ地域市との国際的な交流を実施

 穂別博物館内に設置されている北海道大学総合博物館
の「古生物学研究分室」との連携や博物館リニューア

ルに向けた研究及び地域振興等を実施

 群馬県桐生大学と連携した「心に響くアート・デザイ
ン」の力を活用し、まち全体をステージとした恐竜

ワールド構想の物語を展開

主な施策の概要

多様なネットワークを大切にするまちづくり －つなぐ－６

主な事業一覧

主な町政施策（つなぐ）

※

※移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」

でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のこと。

となみ
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豊かな心と健やかな体の育成２

 いじめ・不登校の未然防止や学級崩壊の予防に向けて、スクールカウンセラーや心の相談員
活用や学校生活における意欲や満足感及び学校集団の状況を測定する教育心理検査を実施

 学校給食を活用した「食育」や「コオーディネーショントレーニング」の普及、ＮＰＯ法人
「むーブ」からの指導者派遣を実施

学校教育の推進Ⅰ

確かな学力の育成

 学校・家庭・地域の連携強化による「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進と「家庭学習の
手引き」の作成・活用

 「わかる授業」による「確かな学力」の育成に向け、チーム・ティーチング、習熟度別少人
数指導や放課後・夏/冬休みを利用した補充サポート学習を実施

 英語指導助手の配置と新学習指導要領の改訂・移行に合わせた小学校英語教育への対応

 英語学習の成果確認とグローバル人材の育成に向けて、鈴木章基金を活用した中高生の海外
派遣（オーストラリア）を実施

1

主な教育施策（学校教育）

特別支援教育の充実4

 障がいのある子ども達の的確な把握と適切な指導及び支援のため、就学前からの見守りや学
校内外の情報共有と関係機関との連携強化による専門性の高い特別支援教育を推進

 特別支援学級に属さない児童・生徒への効果的な指導の充実を行う通級指導の実施と個々の
状況に配慮した支援を行う支援員や介助員の配置

 学校が地域の核として様々な活動の拠点となり、地域の方々が学校に集まりやすい仕組みづ
くりを進めるために導入したコミュニティスクールを推進

 子どもたちに「生きる力」を育む学校教育の推進に向けて、優れた資質・能力を有する教職
員の確保と教職員の働き方改革を推進

 学校教育アドバイザーを各学校の指導･相談役として位置付け、教育公務員としてのコンプラ
イアンスのより一層の徹底や指導力向上のための教職員研修会を開催

信頼される学校づくりの推進3



概　　　　　　　　　　要

17,688

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 15,394 ）

3,948

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 3,150 ）

10,330

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 10,792 ）

拡

9,231

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 6,959 ）

1,260

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 1,257 ）

53,777

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 54,014 ）

1,000

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 1,000 ）

11,422

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 11,524 ）

19,103

【学校教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 20,190 ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

学校教育アドバイザー・心の相談
員の配置

教育課題の援助や助言を行う学校教育アドバイザーを配置するとともに、
生徒の悩みやいじめ・不登校の相談・指導を行う「心の相談員」を穂別中
学校に配置する。

通学バス運行事業 小・中学校生の通学利用に係る町営バス及び学校行事等に係るバスの運行
を支援する。

中高一貫教育の推進（再掲）

鈴木章記念事業（再掲） 鈴木章先生のノーベル賞受賞を記念し、子どもたちの学習意欲を高める事
業を実施する。また、例年実施する中高生海外派遣事業について、派遣人
数を2名拡大し10名とする。

小・中学校就学援助事業 経済的理由で就学が困難な児童及び生徒の保護者に対し、学用品や修学旅
行費用などを援助する。

道立高校振興対策（再掲） 町内にある２つの高校の魅力を高めながら高校振興を図るとともに、鵡川
高校へ町外から通う生徒に対し、通学定期券を給付する。

事　 　業　　 名

英語指導助手の配置 英語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深めるため英語指導助
手を、鵡川地区と穂別地区にそれぞれ１名配置する。

キャリア教育や「むかわ学」を通じて地元理解を深める活動や通学バスの
運行、生徒寮の運営支援等を行うほか、新たにＩＣＴ教育を活用した学習
支援を行い、特色ある中高一貫教育を推進する。

コミュニティスクール機能の充実
（再掲）

地域住民が学校に集まりやすい仕組みをつくり、学校が地域の活動拠点と
なる「地域とともにある学校づくり」を目指すため、学校運営協議会を設
置するなどコミュニティスクールの機能を充実する。

予  算  額（千円）

町立学校の支援員配置 各学校に学習補助を行う支援員、学校生活支援を行う特別支援員を配置す
る。
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主な事業一覧（学校教育分野）

教育環境の整備・充実6

 安全・安心でおいしい学校給食の提供に向けた食育の推進やアレルギー対策の実施

 要保護及び準要保護児童生徒就学援助費の継続と新入学児童・生徒の学用品費等の早期支給

 ＩＣＴ活用能力の育成に向けた実物投影機（書画カメラ）やデジタル教材を活用した「わか
る授業」への取組と授業用及び校務用コンピューターの計画的更新

 読書活動の推進に向けて、学校図書支援員を配置し、図書館との連携による学校図書整備の
ための調査研究を実施

主な教育施策（学校教育）

道立高等学校の振興対策5

 鵡川高校におけるキャリア教育や地元理解を深める「むかわ学」の実施、ボランティア活動
や吹奏楽を柱とした鵡川中学校との連携強化により、中高一貫教育を継続・充実し、将来の

むかわを担う人材育成の取組を支援

 鵡川高校の町外生徒の確保に向けた苫小牧・鵡川間の通学バスの運行やＪＲ定期券給付、生
徒寮の運営継続

 穂別高校と穂別小・中学校との連携により、ふるさとを支える人材ビジョンを共有し、地元
からの進学者を確保するため、進学塾への通塾支援やキャリア教育推進のための助成、穂星

寮入寮生の負担軽減や学業等の活動奨励金の支給などの支援を継続
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文化・スポーツ活動の推進２

 文化・スポーツ活動の中核団体となる文化協会、体育協会及びＮＰＯ法人「むーブ」への支
援を継続し、幅広い文化・スポーツ活動を推進

 「むーブ」の活動基盤となる体制づくりに向けた人材確保や運営支援を実施

 地域文化の継承と振興に向けた総合文化祭・町民文化祭の活動やアイヌ文化の伝承保存活動
への支援実施と芸術文化に触れる機会の確保

 「地元学」の視点による地域文化財等の掘り起こしや再整理の検討

 スポーツ指導者養成や活動支援、全道・全国大会への出場支援、スポーツ団体の支援と連携
を図り、マラソン大会やスポーツ教室等の開催

社会教育の推進Ⅱ

 まちの未来を担う青少年の育成に向けて、中学生による少年の主張大会や小・中・高校生に
よる読書感想文コンクールの開催、あいさつ運動の推進、子ども達の正しい生活・学習習慣

の定着を目指す通学合宿を実施

 子育て家庭への親子の交流や子育てに関する情報提供とニーズの把握によるハッピー子育て
塾などの家庭教育事業を推進

 女性教育や学びの場の確保に向けた「ふれあい大学」や「ことぶき学級」、「楽習塾」など
の講座充実と、学習経験や成果を活用する「みんなが先生、どこでも教室」の推進による地

域コミュニティ形成を促進

 自ら人間性を高め、次代の社会的活動の担い手となる人材の育成に向けた生涯学習推進派遣
事業の活用や青年団などの活動支援を実施

 非核平和の町の平和教育の一助とするため、町内中学生を広島平和記念式典へ派遣

生涯学習の推進1

主な教育施策（社会教育）



概　　　　　　　　　　要

新

318,000

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ ）

3,434

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 2,863 ）

4,500

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 4,500 ）

2,224

【社会教育Ｇ】 ㉛ （ 2,600 ）

4,300

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 4,436 ）

1,497

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 1,721 ）

90,881

【社会教育Ｇ・教育振興室】 ㉛ （ 143,398 ）

28,551

【博物館】 ㉛ （ 26,397 ）

9,076

【図書館】 ㉛ （ 8,222 ）

[表記注略]　新:新規事業　拡:拡充事業　再掲:再掲載事業　㉛:平成31年度(令和元年度)の予算額

広島平和記念式典派遣事業 子どもたちに核廃絶と世界平和の尊さを学ぶ機会を提供し平和教育を推進
するため、広島平和記念式典行事への参加及び平和関連施設等に町内中学
生を派遣する。

生涯学習基金活用事業（再掲） 生涯学習推進基金を活用し、全道・全国大会へ出場する団体等への支援、
指導者育成派遣事業及び町内開催する主催事業に係る費用を支援する。

町民体力づくり事業 町民の基礎体力づくりとスポーツ振興事業を実施する。

事　 　業　　 名

図書館活動の充実

スポーツ施設の管理運営 各スポーツ施設を管理運営する。

総合型スポーツクラブ「むーブ」
支援

スポーツ活動の中核を担うＮＰＯ法人「むーブ」等に対する支援を行い、
新たな事業展開への基盤をつくる。

博物館活動の充実 「穂別博物館」に展示・収蔵されている貴重な化石類等を活用し、子ども
たちの学習意欲や知的関心に応える博物館活動を推進する。

「穂別図書館」と「四季の館まなびランド図書室」の充実により、確かな
学力、豊かな心を育むほか、自主的・探求的な学習活動を促進する。

予  算  額（千円）

生涯学習アドバイザーの設置 地域に根ざした生涯学習事業を推進するため、生涯学習アドバイザーを配
置する。

鵡川高校生徒寮の再建（再掲） 鵡川高校生徒寮が胆振東部地震で被災し、生徒等が仮設生徒寮に入居して
おり、入居生徒等が一日も早く本来の落ち着いた環境で生活できるよう、
新たな生徒寮の今年１２月末完成を目指し、整備する。
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 家庭教育の向上や地域文化等の発展に向けた穂別図書館とまなびランド図書室機能の充実

 「むかわ町子どもの読書推進計画」に基づき、ブックスタート事業やボランティア団体等に
よる読み聞かせ会などの実施

 古生物化石のクリーニング、北海道大学総合博物館との相互協力協定に基づく研究、特別展、
普及講演会の開催

 国内最大の恐竜全身骨格化石『むかわ竜』(学術名：カムイサウルス・ジャポニクス)をはじ
めとした、道の天然記念物ホベツアラキリュウ、町の天然記念物モササウルス、ウミガメ、

陸生カメ、イルカなど博物館が収蔵する貴重な化石を活用し、子どもたちの学習意欲や知的

関心に応える取組を実施

 外部研究者と連携した調査・研究や情報発信

図書館・博物館活動の充実3

主な教育施策（社会教育）

主な事業一覧（社会教育分野）
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子育て支援情報のご紹介
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子育て支援情報のご紹介

健
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平
和
を
願
って

子
ども
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
って

まち
の
皆
さま
の
想
い
をこ
うし
て

宣
言
し、
実
現
に
向
け
て
町
民

と行
政
が
一
体
とな
った
まち
づ

くり
を進
め
て
い
ます


